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株式会社 大西製作所

この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

代表取締役     大西  隆裕  氏
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大阪市鶴見区横堤 5 丁目 11 番 45 号
搬送機器（つばきコンベヤ、リフト装置）や各種産業機器
の設計・製造、エキスパンドメタルなど金属材料建材の
加工・販売
1959（昭和 34）年 9 月
4,600 万円
12 名
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私がこの言葉を学生時代の恩師に聞かされたのは、サラリーマン
生活に区切りをつけて自社に戻って数年してからのことでした。
当時、モノづくりの会社である自社の特性、エンジニアとして培っ
た自身の感性を組み合わせ、事業開発に取り組んでいたもののどう
取り組めばよいか迷っており、自身が巣立った大学の研究室へふらっ
と足を運ぶと、今回ご紹介したこの言葉と同タイトルの本をプレゼ
ントされました。
何かを考える時に一番大切なのは、自らの目線をどこに置くかで
す。鳥の目のような高い視点で見てみる俯瞰であったり、○○者目線
というように誰かの側に立ってものごとを見てみたりはよくありま
す。私はこの時以来、いかに簡単に分かりやすく考えるか、業界人
の専門知識に囚われずにどう自由に考えるか、を意識してものごと
を考えるようにしています。
もちろんどんなに素晴らしいアイデア・構想も、それを目に見え
る形にする実行力が伴ってこそです。だからこそ、ここでプロとし
ての手腕で実現させるというわけです。

企業サイトにリンクします ▶
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